
仕事を続けながら、がん治療をすることは

難しいと思っていませんか？

「治療に専念するために仕事を辞める。病気が落ち着いたら仕事を探せばよい。」

過去には、そう考えられていた頃もありました。

しかし今はそうではなくなってきています。

がん治療の進歩により、根治または寛解される方が増え、

寛解せずとも治療を続けることにより

病気の進行を抑えることができるようになってきました。

さらに、吐き気や痛みなどの治療による副作用を和らげる薬も

効果の高いものが次々に発売されています。

それにより、治療をしながら

日常生活を送ることができるようになってきました。

また一部のがんでは病気の進行を抑えるため、

病気の再発を抑えるために年単位の長期間の治療が必要なこともあります。

がんは不治の病と言われていましたが、今は、がんと共存して生きていく時代になったわけです。

一方で、治療には相応のお金がかかることも事実です。長い期間治療を続けるとなるとなおさらです。そ

のために仕事を続けたいという方もいらっしゃるでしょう。またご自身の持つ技術を生かして社会に貢献

し続けたいと思っていらっしゃる方もおられるでしょう。仕事中は病気のことを忘れられる、職場の同僚と

話をすることで気持ちが和らぐ、という声もお聞きします。

一度仕事を辞めてしまうと再就職が難しいことも現実です。

そして医師の立場としては、仕事を続けることで規則正しい生活を維持でき、

また体力の維持にもつながります。それは治療の継続にも良い影響になると感じています。

では、職場にどう伝えたらよいのでしょうか？

治療のために入院が必要なこともあるでしょう。治療の副作用を和らげる薬が

あるとはいえ、場合によってはフルタイムで働くことが負担なこともあるでしょう。

業務内容や就業時間を調整してもらえたら仕事を続けられるのに…

ということもあると思います。
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主治医としては、患者さんの仕事の内容を知ることで、治療の選択肢を説明する時、副作用

              の対応をする時に参考になります。「こういう仕事をされているから、この副作用がでると困るな。

   だったら、この薬の方がいいな。」と考えることができるのです。でも実際には、限られた診察時間の中で、

患者さんの仕事の内容をしっかりと把握することが難しいことも事実です。

一方、職場側ですが、私自身、産業医の資格を持っているので職場側の意見を聞く機会がたびたびあります。

「がん治療をしているらしいけど、職場は何に気をつけてあげたらよいのだろう？」

「時々、つらそうにしているけれど、こんな重労働を続けさせてよいのだろうか？」

「この先、どのくらい治療が続くのか、命が危ない状態なのか、全然わからなくて…。」

と、主治医の意見を聞きたいという声をよく耳にします。

そこで当院では、職場から業務内容に関する書類を頂き、病院からは

治療方針や副作用、注意してほしいことを記載した書類を作成し

職場にお渡しするという形で連携を取っています。

あくまでも治療の中心は患者さんですので、職場へ伝える情報は

患者さんの了承を得たものに限っています。

患者さんの知らないところで職場に情報が伝わることはありませんのでご安心ください。

この連携には“両立支援コーディネーター”という専門の資格を持つ職員（看護師または医療ソーシャルワー

カー）がサポートしますので、単純な書類のやり取りに限らず、患者さんから直接お話をうかがって対応しま

す。なお、この連携は正規雇用だけでなく、非正規雇用、定年後再雇用の方も対象です。

遠慮なく、医師、看護師にお声がけいただくか、がん相談支援センター（2階㉔）のドアを とノックして

ください。

なお、個人事業主（自営業）の方は、この連携の対象ではありませんが、他の制度をご案内できることもあり

ますので、がん相談支援センターまでお越しください。その他、社会保険労務士との面談（予約制）も可能で

すので、ご希望の方はがん相談支援センターまでいらしてください。

院内にこのような（左図）ポスターがあることは
ご存知ですか？伝えたいことがたくさんあるので、
全部で6種類も作ってしまいました！

このポスターの意図はこういうことなのです。
私たちの気持ちを感じていただけましたでしょうか。
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